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i. 遺伝子を n 個生成 
ii. 各遺伝子の適切さを評価 
iii. 十分適切な遺伝子が得られた場合、処理を終了。そうでない場合、ステップ iv を実行 
iv. 評価値の高い遺伝子を残し（エリート生存）、更に交差・突然変異等により次世代の遺伝子を n
個生成 






























 - 3.2 主な研究課題とその実施スケジュール 







を加えた 5 つに取り組み、研究目的の達成を目指した。 
6,7 月は(1)の実現に向けて色補正写像の考察を、8 月は(4)の実現に向けて遺伝的アルゴリズムの勉強
を、それぞれ行った。その後、9 月に(2)を検討し、10,11 月に(3)の検討ならびにシステム全体の実装










Generate Initial Population Randomly 
Evaluate Fitness Values of individuals 
Select and Duplicate Higher Fitness Solutions 
air Solutions and Apply Crossover Operata.r 
Apply Mutation Operator 
End 
様式６ 
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ここで、基本フィルタの種類数を有限と仮定すると、色補正フィルタは、それを構成する「基本フィ
ルタの ID の系列」として表現できる。これを本研究における色補正フィルタの遺伝子表現とする。 
より具体的には次の通りである。 
 
 -- 4.1.1．基本フィルタの設計 
元画像のある画素値をp(x,y)、変換後の対応する画素値をp′(x, y)、変換行列を𝐀とすると、行列 Aに
よる画素ごとの画像変換式が得られる。 




𝑨𝑘 = 𝑰 + 𝜆𝒅𝒙
𝑇 
ただし、|𝒅| = 1, |𝒙| = 1 かつ𝒙の各成分は非負とする。 
この行列𝑨𝑘と画像の各画素値𝒑 = (𝑟, 𝑔, 𝑏)
𝑇との積を計算することで新たな画素値𝒑′を得る。 
𝒑′ = 𝑨𝑘𝒑 
変換での変化量は以下である。 







 本研究では、𝜆 = 0.025、６種のベクトル𝒅 = {(1,0,0), (0,1,0), (0,0,1), (−1,0,0), (0, −1,0), (0,0, −1)}、
4 種のベクトル𝒙 = {(4,1,1), (1,4,1), (1,1,4), (2,2,2)}による合計 24 種類の基本フィルタ𝐴𝑘(1 ≤ 𝑘 ≤ 24)







𝐆 = 𝐀k1𝐀k2 . . . 𝐀kM(1 ≤ k1, k2, . . , kM ≤ N) 
これら基本フィルタの識別番号を保存した配列を遺伝子配列 Sとすると、 
S = [k1, k2, . . . , kM] 
として表される。 
この遺伝子配列 Sを遺伝的アルゴリズムにおける個体として、配列 Sの要素を更新し次世代の個体を
生成する。本研究では遺伝子の長さである M をM = 8とし、一世代あたりの個体数を30とした。基本



























画像の右横にある Good/Bad ボタンを選択することで２値グループ分けを行う。good groupにも
bad groupにも分けられない個体については「N/A」ボタンを選択することで直接評価を避けることが
できる。 
なお、good group, bad groupいずれかの要素数が 0 の場合は更新を行わず、直接評価される個体を
4.2.1．の提示個体選出方法にしたがって選択し直す。 
● - ・ 
Um Evaluauon 
, Good _,.,. ~.._ 』at'l , Good - ..; .. '111~ alj!/ • Good 
Bad .... ~-i' 日町』•一 Bad ~ 響~-. ~(-All'l,1111胃M Bad 
N/A _..., ~ N/A I, ,...,,.r" ~ . ~ N/A 
• Good _. ... . ~ 』larj • Good _,..,,_ 11\~ -ai'i • Good 
Bad ......... 一寸、,.-.,._ Bad .... 『―~-~ll,,り Bad 
N/A ........ ~ r~N/A lor,,....r- ~ ~N/A 
OK Reset 
様式６ 








Hg, Hb ∈ H 
が成り立つ。 
あるフィルタ個体hの評価値E(h)は次式で定義する。 
E(ℎ) = ∑ Sim′(h, g)
g∈𝐻g
− ∑ Sim′(h, b)
b∈𝐻b
 



























c1, c2, … , c5を用いて次式で定義される。 
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直接評価される個体全てが good group に分けられる場合が三回続いたとき更新を終了させる。ま
た、更新回数が 20 を超えると自動的に更新を終了させるように実装した。被験実験を行う前に研究


















評価を行う。評価 1 を見え方に程遠い画像、評価 2 を見え方に遠い画像、評価 3 をどちらとも言え
















A 5 20 4 20 
B 5 20 4 9 
C 5 20 4 9 
様式６ 
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D 3 20 4 20 
E 4 20 3 20 
F 4 5 5 5 
G 5 20 4 20 
H 4 11 4 20 
I 4 20 4 20 
J 5 12 4 20 
平均 4.4 16.8 4.0 16.3 
 
 評価 更新回数 
全体平均 4.2 16.55 
 
・評価 
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